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Kulaap Manlikamaat.Khaiichaoban.

Bangkok:Samakhom phaasaalaenangsuu

haengprathetthai,B.E.2509 (1966).Ⅴ

+4+268p.

Samakhom phaasaa lae nangsuu haeng

prathetthaiは国際 PEN クラブの タイ国支部で

あるうえに,1958年に設立されて以来,タイ語 ･タ

イ文学に関して出版 ･会合等をはじめとして色々な

活動を 続けて きて いるが, その他 に も土着文芸

(wannakam doem)の研究をも目的としており,

本書はその方面における研究成果として現われたも

ので,題名の Khatichaobanというのは "folk･

lore"のタイ語訳に当てられている｡全体は二つの

部分にわかれ,第 1部は Khatichaoban(folklore),

第 2部は nithanchaoban(folktale)となってお

り,両者とも北は ChiangRaiから南は Nakhon

SiThammaratにいたるまでの各地域で著者自身

が記録収集 したものを集めている｡

第 1部では, folkloreなるものの概念をヨーロ
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ッパおよびアメリカで発達 した方法論にもとづいて

規定 し,全部で13種類に分類 し,それぞれの例が集

められている｡ しかし,最初の説明の部分がやや不

十分で,何にもとづいて本書の13種に分類 したのか

という点がはっきりしていないきらいがある｡ これ

に対 して,第 2部の folktaleにおいてほ,その分

類方法をかなり詳 しく説明しているので,第 1部よ

りずっと明瞭である｡~最初に地域による分類, 形

(form)による分類,ついで AnttiAarneによる

Type Indexおよび,Aarne-ThomsonTypesof

Folktaleについて,その typeindexの例をあげ

ながら説明する｡ 最 後 に最 も詳細な方法として

Thompsonによる MotiflndexofFolkLitera-

tureを説明し,その indexの一部を例としてあげ

ている.さらに実際に 丘eldで取材する場合の技術

的方法を簡単にではあるがつけ加えていて,よ くま

とまったものとなっている｡ しかし,本書に集めら

れた folktale の分類に用いられている方法は,

index方法ではな くて, 形 (form)による分類で

ある｡ これは本書に集められた folktaleが合計38

というあまり大きくない数を考えれば, もっともな

ことかもしれない｡ 本書は folkloreそのもの,あ

るいはその方法論を論 じた研究書ではな く,各地で

集めたものを一定の基準にもとづいて分類整理 して

提出した資料集と見るべきものである｡

タイの folktaleを集めた本は今までにもかなり

出ているが,主として地域別に収集 したもので,内

容的に見ると地名伝説から仏教本生薄に由来するも

のに至るまで雑然と1冊にまとめただけで,これと

いった明確な基準にしたがって分類整理 したものは

本書が はじめてでは なかろうか｡ タイ国に おける

folklore-folktaleも地域によってはやがて 間もな

く消え去ろうとしているものもた くさんあるにちが

いないが,また一方 こういったものはい くら集めて

もつきることのないものであるから,本書によって

示されたような一定の方法で収集,分類,整理され

記録されてゆ くことが望まれる｡ この意味で,本書

はその量はあまり多 くないが,一つの手本,あるい

は出発点となるものではなかろうか｡

(桂満希郎)
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